
Ⅲ 付表 （参考資料）

                  付 表 47

７．管理データー様式 

１  本仕様書に示されない様式については、土木学会、土質学会等制定の一般市販品又は施

工者、製造会社等で独自に作成した様式にするものとする。 

施工管理総括表の表紙記入例（様式 1） 

（様式－１） 

令 和 ○ 年 度  

（工 事 名 ）取 り ま と め 結 果 表  

でき形部分検査 または 工事完成検査 

施工者          受注者名 

現場代理人        氏  名 

監理(主任)技術者     氏  名 



Ⅲ 付表 （参考資料）

                  付 表 48

でき形測定結果表（様式 2） 



Ⅲ 付表 （参考資料）

                  付 表 49

（様式 3） 

削除 



Ⅲ 付表 （参考資料）

                  付 表 50

でき形測定取りまとめ図（取りまとめ例）（様式 4） 



Ⅲ 付表 （参考資料）

                  付 表 51

舗装路面の平坦性測定（様式 5） 



Ⅲ 付表 （参考資料）

                  付 表 52

品質管理・公式・係数・記号表 



Ⅲ 付表 （参考資料）

                  付 表 53

Ｘ管理図（様式 6） 

廃止



Ⅲ 付表 （参考資料）

                  付 表 54

Ｘ―Ｒ管理データーシート（様式 7） 

廃止
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付
 
表

55

Ｘ
―
Ｒ
管
理
図
（
様
式
 
8
）
 

自 年 月 日

至 年 月 日

印

〔注〕　１． 管理図は、様式(６)のｘ―R管理図データシートから記入する。

　　　　２． 記事欄には、異常原因、その後必要事項を記入する。

大 き さ

記 事

ｘ

R

測 定 者
最小 間 隔

組 の 番 号

規格

限界

最大 試

料

用紙Ａ―４
様式　８

名 称
期 間

品 質 特 性 測 定 単 位

Ｘ―R　　　管 　理 　図

廃
止



Ⅲ 付表 （参考資料）

                  付 表 56

Ｘ―Ｒｓ―Ｒｍ管理データーシート（様式 9） 

〔注〕　1.　品質特性、測定単位は、施工管理基準により記入する。 

 　　　 2． 規格限界、設計基準値は施工管理基準、設計図書、仕様書に定められた値を記入する。

 　　　 3.　管理限界線の引き直しは５＋３＋５＋７＋１０＋１０＋１０方式による。

〔備考〕 ―管理限界線計算のためのデータの区間を示す。

 　　　　 …上記の管理限界を適用する区間を示す。

 　　　 ４.  以下接近の20個（平均値ｘを１個とする）のデータをもちい次の10個に対する管理限界とする。

印

年

累　計

平　均

Rｓ
＿

用紙Ａ－４

Rｍ
＿

月 日
月 日

間隔

測定単位
年

ｘ
＿

移動
範囲
Ｒ ｓ

大きさ

測定値の範囲
Ｒｍ 項目

個　数

小　計

平　均

ｎ＝2 ｎ＝3 ｎ＝4

4

5

個　数

小　計

累　計

ｎ Ｄ4

累　計

平　均

個　数

平　均

個　数

小　計

累　計

Ｌ
3.272

3

15

17
18

16

19
20

小　計

13

14

7

12
11

8

9
10

1
2
3
4
5

2.28
Ｒｍ ：

6

2.11

Ｅ2

2.66

2.57

測点
又は
月日

試
験
番
号

平
均
値
Ｘ

測　　　定　　　値

ａ ｂ ｃ ｄ

計

Σ

最小

試
料

ＵＣＬ＝Ｄ4Ｒｍ

Ｒｓ ： ＵＣＬ＝Ｄ4Ｒ
＿

ｓ

ＣＬｘ
＿

±Ｅ2ＲｓＸ ：
Ｕ

様式　９

名　　　称
品質特性

規格
限界

最大

Ｘ―Ｒｓ―Rｍ 管理図データーシート

測 定 者

期間
自
至

廃止
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付
 
表

57

Ｘ
―
Ｒ
ｓ
―
Ｒ
ｍ
管
理
図
（
様
式
 
1
0
）
 

自 年 月 日

至 年 月 日

印

〔注〕　１． 管理図は、様式(６´)のX―Rｓ―Rｍ管理図データシートから記入する。

２． 記事欄には、異常原因、その後必要事項を記入する。

Rｓ

Ｘ―Rｓ―Rm 管 理 図

大きさ

用紙Ａ―４
様式　１０

名 称
期 間

品 質 特 性 測 定 単 位

記 事

測 定 者
最小 間 隔

組 の 番 号

規格

限界

最大 試

料

ｘ

Rm

廃
止



Ⅲ 付表 （参考資料）

                  付 表 58

土質試験結果一覧表（様式 11） 



Ⅲ 付表 （参考資料）

                  付 表 59

凍 上 土の突固め試験（様式 12） 

凍上抑制層の突固め試験（様式 12） 



Ⅲ 付表 （参考資料）

                  付 表 60

現場における土の単位体積重量試験（砂置換法）（様式 13） 



Ⅲ 付表 （参考資料）

                  付 表 61

盛土締固め 総括表（様式 14） 



Ⅲ 付表 （参考資料）

                  付 表 62

現場密度及び締め固め時の含水比試験取りまとめ図（取りまとめ例）（様式 15） 

廃止



Ⅲ 付表（参考資料）

                  付 表 63

試験盛土による盛土締固め総括表（様式例）（様式 16） 

自由様式



Ⅲ
 

付
表

（
参

考
資

料
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
付
 
表

64

凍
上
抑
制
層
材
料
試
験
一
覧
表
（
様
式
 
1
7
）
 

路
 
盤
 
工
材
料
試
験
一
覧
表
（
様
式
 
1
7
）
 

注）イ．産地及び材料ごとに記入すること。　ロ．仕様書の粒度範囲も記入すること。　ハ．記事欄には試験機関名その他の結果を記入すること。

(％)

(％)

(％)

(％)

(％)

(％)

(％)

様式 １７

下層路盤材料(切込砂利・切込砕石)凍上抑制層材料（火山灰）

以下の質量の割合

0.6㎜

呼び名

ふるい通過質量百分率(％)

90㎜

記 事

用紙Ａ―４

粒　　　　度 粒　　　　度

0.075㎜通過量＝5㎜以下の質量に対する0.075㎜

25㎜ 13㎜ 2.5㎜ 0.075呼び名 40㎜ 30㎜

ふるい通過質量百分率(％) ふるい目 ふるい通過質量百分率(％)

40㎜ 13㎜ 2.5㎜

す り へ り 量 (％)

安　　定　　性 (％)

測 定 者

凍上抑制層
路　 盤　 工 材料試験成績一覧表

加熱アスファルト安定処理材料(切込砂利･切込砕石)

比　　　　　重(％)

(％)

印

50㎜ 40㎜ 5㎜

0.075㎜通過量

0.075㎜通過量

0.075㎜通過量

材　料　名

　　　　　　 （砂）

修 正 Ｃ Ｂ Ｒ

す り へ り 量

安 　定　　性

0.075㎜通過量

(％)

ふるい目

ふるい目

産　　　地

強　熱　減　量

凍　　上　　率

凍　結　様　式

納 入 会 社

呼び名 50㎜（切込砂利・切込砕石）

粒　　  度
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                  付 表 65

凍上抑制層材料のふるい分け試験一覧表（様式 18） 

下層路盤 材料試験一覧表      （様式 18） 

注
）
 仕
様
書
の
粒
度
範
囲
を
記
入
す
る
こ
と
。

凍
上

抑
制

層
下

層
路

盤

用
紙
Ａ
―
４

様
式
 １
８

材
料

の
ふ

る
い

分
け

試
験

一
覧

表

記
事

材
料
名

測
定
者



Ⅲ 付表（参考資料）

                  付 表 66

路盤材料の突固め及び修正ＣＢＲ試験成績表（様式 19） 

　　　　　　　ＣＢＲ締固め
試験方法　　アスファルト舗装要網
第２方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試料の使用別 非繰返し法
15㎝ 試料の準備法 乾燥法
38.1㎜

（注）記事欄には、試験機関名その他を記入すること。

3.2 4.0 4.7 6.0 6.6 7.4
2.25 2.27 2.25 2.23

81 2 3 4測定番号
乾燥密度γｄｇ/㎝3

平均含水比ω％

：
：

5 6 7
2.17 2.21

：

モ ー ル ド 内 径

試料許容最大粒径

：
：
：
：

試　　験　　目　　的

試験方法の呼び名
突 固 め 方 法

記　　　事　　　　　

5.6
2.27
95
66

最適含水比（％）
最大乾燥密度(ｇ／㎝3)

締固め度（％）
修正ＣＢＲ（％）

材　料　名 産　　　地 納 入 会 社

用紙Ａ―４
様式 １９

測定者

路盤材料の突固め及び修正ＣＢＲ試験成績表

印
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                  付 表 67

路盤材締固め度測定総括表（様式 20） 



Ⅲ
 

付
表

（
参

考
資

料
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
付
 
表

68

基
層
工
の
骨
材
試
験
成
績
一
覧
表
（
様
式
 
2
1
）
 

表
層
工
の
骨
材
試
験
成
績
一
覧
表
（
様
式
 
2
1
）
 

注）イ．産地及び材料ごとに記入すること。　　ロ．記事欄には試験機関名その他の試験結果を記入すること。

（％）

基層
表層

（％）

記 事

　アスファルト舗装用材料

　砕石・砂利

安 定 性

粗 骨 材 （％）

（％）

用紙Ａ―４

（％）

比 重

吸 水 量

粗 骨 材

比 重

吸 水 量

す り へ り 量

安 定 性

様式 ２１

工の骨材試験成績一覧表

測定者 印
材　料　名 産　　　地 納 入 会 社
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                  付 表 69

ふるい分け試験取りまとめ図（記載例）（様式 22） 



Ⅲ 付表（参考資料）

                  付 表 70

アスファルト混合物の温度測定結果一覧表（様式 23） 

注）イ．当日の最低、最高値をプロットする。
　　ロ． 記事欄には最適混合温度、異常原因その他必要事項を記入のこと。

用紙Ａ―４
様式 ２３

印測 定 者

　　 アスファルト混合物の温度測定結果一覧表

工 種 名

測　定
月　日

アスファルト混合物

温度℃

最高 最低

温　度　管　理　図　℃

1
5
0

1
4
0

1
3
0

最高 最低 1
8
0

1
7
0

1
2
0

1
6
0

摘　　要

敷ならし時

温度℃

記

事
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                  付 表 71

アスファルト混合物の密度試験結果一覧表（様式 24） 

用紙Ａ―４
様式 ２４

工 種 名 印測 定 者

  アスファルト混合物の密度試験結果一覧表

摘　　要

記

事

密度

（ｇ／㎝
3
）
締固め度
（％）

〔基　　　準〕

〔測定結果〕

測　定
位　置

締 固 め 度 管 理 図 （％）

合格判定値との対比

仕様書の規格値 基準密度

平　均　値測定値の範囲測定数
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                  付 表 72

計量自記記録合格判定値（様式 25） 

ア
ス
フ

ァ

ル

ト

（

実施配合値（比）及び許容範囲

6.8　　　　（±0.8）

6.0～7.6

'11.5

9.2～14.9

ア　ス　フ　ァ　ル　ト
54.4　　　　（±3.5）

計量値（比）許容範囲
上段
下段

・
・

石

粉

653.6　　（±39.2）

614.4～692.8

307.2　　（±48.9）

258.3～356.1

骨材累積最終ビン

2.5㎜直近ホットビン

石　　　　　　　　　粉
78.2～111.9

粒

度

307.2㎏

53.0　　　（±11.0）

42.0～64.0

+3.4 ）-2.3

※合格判定値Ⅰ、Ⅱ

項目 判　定　項　目

50.9～57.9

合格判定値Ⅰ（㎏）

（ +19.9 ）-13.8 '92.0

合格判定値Ⅱ（％）

様式 ２５

※実施配合比及び配合値

適 用 粒 度
　　　　　　　　　　　　　　　　800　　　　　㎏
　　　　　　1 ・ ②

　　計 量 自 記 々 録 合 格 判 定 値

1バッチ当計量値
２．
１．

　　 細粒ギャップ・アスコン

92.0㎏

6.8%

54.4㎏

81.7%

653.6㎏

38.4% 11.5%

用紙Ａ―４

骨材累積最終ビン 2.5㎜直近ホットビン 石　　　　　粉 アスファルト

３．
４．

プ ラ ン ト
合 材 の 種 類
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                  付 表 73

計量自記記録値判定結果（様式 26） 

※各グループ別成果（第１次合格判定）

　　 グループ№５のＣ・・・・・・407.408.452.466.489.494

～
585
600

501

※第２次合格判定

8 701～800

7 601～700

6 0

5 401～500 0 2 6 1
不合格→２次合格判定
舗設測定000～000

4 301～400 0 0

Ｃ

4 1

00

3 201～300 0 2

　　589　　　無効バッチ数　　　４　　　　　有効バッチ数　　　585
　 '467.835

有　　 効

バッチ数 骨材累積
最終ビン

2.5 ㎜ 直近
ホ ッ ト ビ ン

2 101～200 0 0

グ
ル
ー

プ
№

Ｄ

0 0 0

1 0

1 0

範 囲 に は ず れ る 箇 数

備　　　　考

01 　 1～100 0

石　　 粉
アスファ
ル　　 ト

Ａ Ｂ

４． 合材出荷 ｔ数

２．
３． 記録バッチ数
施 工 年 月 日

用紙Ａ―４

様式 ２６

　　計 量 自 記 々 録 値 判 定 成 果

１． 合 材 の 種 類 　　細粒　　　　ギャップ・アスコン　　　　　　　　№
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                  付 表 74

アスファルト合材の性質計算（様式 27） 

廃止



Ⅲ 付表（参考資料）

                  付 表 75

アスファルト合材舗装実績表（様式 28） 

廃止



Ⅲ 付表（参考資料）

                  付 表 76

コンクリート管理試験日報（様式 29） 

注）レディミクストコンクリートについては、現場配合の欄を省略することができる。

示
方
配
合

℃最高

最低 ℃

用紙Ａ―４

様式 ２９

セメ
ント
(㎏)

砂

（㎏）

粗骨材

(㎏)

細骨材

(㎏)
混和剤

水

（ )

測定者 印

混和剤
水

（ ）

構造物
打設

位置

配合

種別

設計コン
クリート量

（ｍ
3
） ｍ

3

コンクリート打設量

バッチ数

空気量

（％）

供試体採取数

７日 ２８日

コンクリート
温　　　　度
（℃）

備　　 考
スランプ

（㎝）

供 試 体
記 号 ・ 番 号

配合種別 養生方法
試験材令

（Ｈ）

最大荷重

（ＫＮ）

圧縮強度（Ｎ／㎜
2
）

各　個 平　均
備　　 考

記　　事

供採
試取
体日

現
場
配
合

粗細骨
材によ
る量の
調節の

表面水
量によ
る調節

セメント

（㎏）

粗骨材

（㎏）

粗
細
骨
材
量
の
調
節

コ ン ク リ ー ト 管 理 試 験 日 報

天

候

気

温
日月年

供試体重量

（㎏）
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                  付 表 77

空気量、スランプ等の取りまとめ図（様式 30） 

空気量（4.5％）の場合

規格値（±1.0㎝）
ｎ　＝39

＝4.3％

スランプ（8㎝）の場合

規格値（±2.5㎝）

ｎ　＝39

＝7.8％

用紙Ａ―４
　様式 ３０

X
＿

＝

空気量、スランプ等の取りまとめ図

印測定者

配合種別

Ⅰ．空気量の測定

39
3.5×4+4.0×13＋4.5×15+5.0×5+5.5×2

Ⅱ．スランプの測定

X
＿

＝
6.5×2+7×4+7.5×10+8×16+8.5×5＋9×2

39


